
「BOOK ADVENTURES Summer」とは？ 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間 

中央図書館     午前 9 時から午後 7 時（月曜休館） 

鶴瀬西分館     午前 9 時から午後 7 時（月曜休館） 

ふじみ野分館    午前 9 時から午後 7 時（月曜休館） 

水谷東公民館図書室 午後 1 時から午後 5 時（月曜休休館） 

BOOK ADVENTURES 
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図書館利用再開のおしらせ 

Summer  2020 
POCKET EDITION 

公共施設受取 

ピアザ☆ふじみ 午前 9 時から午後 10 時 

（第 2 月曜休館） 

その他施設 午前 9 時から午後 10 時 

（第 3 月曜休館） 

 

ご協力のお願い 

図書館正面入口にて手指の消毒をお願いしております。 

また、館内の滞在は 1 時間程度をお願いいたします。 

除菌処理のため、資料の提供に時間がかかっております。 

 

読書感想文におすすめの本、夏休みにぜひ読んでほしい

本のリストです。 

ピカピカの新しい本から、古くてもおもしろさピカイチ

の本まで、さまざまな本を取り揃えました。 

お好みの１冊を見つけるヒントにしてください！ 

※書影は Tool－ｉより引用 



主人公のコナーは、重い現実を抱える 13 歳の少

年。悪夢を見るまでに苛まれる彼の前に現れたの

は、恐ろしい姿をした木の怪物。でも悪夢でもっと

恐ろしい怪物を見ているコナーは、木の怪物を怖が

りもしません。 

そんなコナーに、お世辞にも気遣いが得意ではない

怪物は、物語を聞かせてくれます。孤独や苛立ち、

絶望の日々にやってきた、怪物との奇妙な交流。怪

物はなぜコナーの前に現れたのでしょうか？ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

  

沙耶は道具や刀をつくる父と 2 人暮らし。父の仕

事に魅せられ、女には禁じられている火鍛冶に、自

分もなりたいと強く願い、大人になるまでと許しを

得て、男と偽り父を手伝っていました。 

父の死後、王の使者がやってきて、２０歳になる王

子への祝いの剣を作ってもらいたいという依頼を

しました。そして、沙耶が作り上げた剣は、特別な

剣でした。叶わぬ夢に身を焦がす、男装の少女の鉄

と炎のファンタジーです。 

『火鍛冶の娘』  

廣嶋玲子/著 角川書店 シーヴォン・ダウト/原案 パトリック・ネス/著 

池田真紀子/訳 ジム・ケイ/イラストレーション あすなろ書房 

 

将来の夢はなんですか？何になりたいのか全くわ

からない！という人にこそ読んでほしい本です。

初めからなりたいものに向かって頑張れる人の方

が圧倒的に少ないのではないでしょうか？ 

今目の前にあるもの・人・自分にとって信頼でき

る人とはどんな人だろう等々、いろいろと考える

ことができます。読書の苦手な人にもとても読み

やすいのでおすすめです。 

 

大人は大変なのだから、忙しいからあとにしてとい

った答えを一度は聞いたことがあると思います。忙

しいのか、大変なのか。ならば、どの程度大変で忙し

いのだろうか？本当にそうなのか？実はたいして大

変でもないのに取りあえず誤魔化しているのではな

いだろうか。実際のところはどうなのか、著者がユー

モアと冗談を交えて大人目線で回答してくれます。 

小さな頃からずっと大事にしていたぬいぐるみ、会え

なくなった友だちに見せたかった雪だるま…。 

絶対に手放したくない大切なものや、かくしたいもの

など、どんなものでも 10 年間魔法で預かる「十年屋」

ただし、お代はあなたの寿命 1 年分。 

さて、あなたなら何を預けたいですか？ 

時に切なく、心温まる物語が詰まっています。 

 

 

「哲学」と聞くと、「興味はあるけど難しそうだな…」

と思う人が多いと思います。 

そんな人にオススメなのがこの本です。大人でも難しい

哲学について、近代哲学の祖であるデカルトから始ま

り、哲学の歴史を追いながら、わかりやすく例を加えな

がら解説してくれます。哲学に触れてみたい、と考えて

いる方、この機会に読んでみてはいかがでしょうか。 

『大人に質問！「大人ってどのくらい大変なんですか？」』 

みうらじゅん/著 飛鳥新社 『真夜中のディズニーで考えた働く幸せ』 

鎌田洋/著 河出書房新社 

『十年屋 時の魔法はいかがでしょう？』  

廣島玲子/著 佐竹美保/絵 静山社 

『14 歳からの哲学入門 「今」を生きるためのテキスト』 
飲茶/著 二見書房 

『怪物はささやく』 


